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                                                  （百万円未満切捨て）  

１．平成 20 年３月期第１四半期の連結業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年６月 30 日） 

 (1) 連結経営成績                              （％表示は対前年同期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益

百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年 3 月期第 1四半期 32,501  20.5 1,027 100.3 1,081 284.2 960  ─ 

19 年 3 月期第 1四半期 26,977 △0.2 512  ─ 281  ─  60  ─ 

19 年３月期 156,409    9,024    8,108     3,446    

 

 
１ 株 当 た り 

四半期(当期)純利益

潜在株式調整後 

１ 株 当 た り 

四半期(当期)純利益

円    銭 円    銭

20 年 3 月期第 1四半期 15.29  ─  

19 年 3 月期第 1四半期 0.95  ─  

19 年３月期 54.02  53.94  

 

 (2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円    銭

20 年 3 月期第 1四半期 165,579  111,842  64.5   1,700.22  

19 年 3 月期第 1四半期 160,350  111,991  66.7   1,667.11  

19 年３月期 170,129  111,489  62.5   1,694.39  
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２．平成 20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 

   当初の計画に対し、システム開発、及びプロダクト＆パッケージが好調に推移していることから、当 

  中間期の予想を下記のとおり修正いたします。なお、通期の予想は、経済・事業環境の変動等に関わる 

  リスクや予想に内在する不確定要因があるため、現時点では平成 19 年 4月 26 日付で公表いたしました 

  業績予想を据え置いております。 

                                  （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年同期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円    銭

中  間  期 80,500 6.6  4,700 37.4 4,200 53.3 1,900 39.1  30.26  

通     期 168,000 7.4  10,800 19.7 9,800 20.9 5,300 53.8  84.42  

 (注) 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、 
    実際の業績は予想と大幅に異なる場合があります。なお、１株当たり当期純利益は、当第１四半期の期中 
    平均株式数を基に算出しております。 
 
３．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う

特定子会社の異動） 

： 無 

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 

［（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．その他をご覧ください。］ 

 

 
４．平成 20 年 3 月期第１四半期 個別業績の概況（参考） 

 (1) 経営成績                                （％表示は対前年同期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益

百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年 3 月期第 1四半期 29,858  15.3 986 131.0 1,273 199.0 1,202 342.1

19 年 3 月期第 1四半期 25,894 △0.4 427  ─ 425  ─  271  ─ 

19 年３月期  150,242    8,206    7,576     3,763    

 

 (2) 財政状態 

 総 資 産 純 資 産 
百万円 百万円

20 年 3 月期第 1四半期 151,526  100,548  

19 年 3 月期第 1四半期 147,286  100,611  

19 年３月期 155,897  100,073  

 
 
５．平成 20 年３月期の個別業績予想（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 
（参考）                            （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年同期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円    銭

中  間  期 74,800 3.0  4,240 41.2 4,000 57.4 2,000 37.8  31.86  

通     期 156,000 3.8  9,800 19.4 8,900 17.5 5,150 36.8  82.03  

 (注) 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、 
   実際の業績は予想と大幅に異なる場合があります。なお、１株当たり当期純利益は、当第１四半期の期中 
    平均株式数を基に算出しております。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

 １．連結経営成績に関する定性的情報 

   情報サービス産業は、金融・製造業を中心にＩＴ関連投資の増勢が続く一方で、SaaS(サース)  
※1

、Ｗｅｂ

２.０ 
※2

、日本版ＳＯＸ法に対応した内部統制関連などの新たな需要も拡大の兆しを見せ始めており、市場

環境は引続き好調に推移しております。 

   こうした中、当社グループは、「チャレンジ８＋(エイトプラス)作戦」を展開し、事業構造改革、マネ

ジメントプロセスの進化、モノづくり力の強化、営業力の強化、事業公募による新事業創生などに全社を

あげて取り組み、２００８年度に営業利益率８％以上の目標達成に向けて取り組んでおります。 

   部門別の状況は、次のとおりであります。 

 【ソフトウェア・サービス部門】 

   システム開発では、金融機関向けの基幹業務システム、携帯電話、カーナビ、ストレージの組み込みソ

フトが順調に推移し、当社の基盤事業であるシステム開発事業の売上高の拡大を図ることができました。 

   サービス事業では、SaaS(サース)が前期に続き大口受注を獲得いたしました。また、衛星画像提供サー

ビスや地方銀行向けインターネットバンキングサービス「FINEMAX  
※3

」も順調に推移いたしました。 

   プロダクト＆パッケージ事業では、セキュリティ「秘文」や地理情報システム「GeoMation」で大口受注

があったほか、運用管理が好調で前年同期を上回ることができました。 

   当部門の受注高は、前年同期比７.３％増の３８６億３千万円、売上高は前年同期比２０.６%増の２９２

億３千９百万円を計上いたしました。 

 【情報処理機器部門】 

   当部門では、自社製品のインタラクティブ(双方向)電子ボード「StarBoard」が引続き好調だったほか、

指静脈認証装置「静紋(ジョウモン)」も前年同期を大幅に上回りました。 

   また、機器販売でもシステム・インテグレーション案件の大口受注を獲得することができました。 

   当部門の受注高は、前年同期比３７.２％増の３９億８百万円、売上高は前年同期比１９.３％増の３２

億６千１百万円を計上いたしました。 

 

   以上の結果、当四半期の連結受注高は、前年同期比９.５％増の４２５億３千９百万円、連結売上高は、

前年同期比２０.５％増の３２５億１百万円を計上いたしました。利益面では、システム開発及びプロダク

ト＆パッケージの売上高拡大、生産性・原価低減の継続的な取り組みの結果、営業利益は前年同期比   

１００.３％増の１０億２千７百万円、経常利益は、前年同期比２８４.２％増の１０億８千１百万円、四

半期純利益は、特別利益として株式売却益を計上したこともあり、９億６千万円と前年同期に比べ大幅に

増加いたしました。 

 

  ※1. SaaS(サース)： Software as a Serviceの略。インターネット経由でソフトウェアをサービスとしてオンデマンドで提供

すること。 

  ※2. Ｗｅｂ２.０：従来のWebによるサービスを超えた活用が可能になる次世代Web概念の総称。基本的に一方向で情報を提供

する第一世代のインターネットサービスに対し、双方向性を基本とする技術要素を組み合わせて実現してい

る第二世代のインターネットサービスや形態 

  ※3．FINEMAX：株式会社日立製作所が開発した地銀向けのインターネットバンキングサービス 

 

  （当社の第１四半期業績の特性） 

    当社の売上高は、顧客への出荷や納期が９月及び３月に集中する傾向にあり、当四半期の業績は、売

上高が他の期に比べ少ないことに加えて、新入社員が教育期間により収益に寄与しないこと等により、

第２及び第４四半期に比較して相対的に低い状況となっております。 
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 ２．連結財政状態に関する定性的情報 

   当第１四半期末の総資産は、預け金及びたな卸資産が増加いたしましたが、受取手形及び売掛金が減少

したことなどにより、前連結会計年度末に比べ４５億５千万円減少し、１,６５５億７千９百万円となりま

した。 

   当第１四半期末の負債合計は、買掛金や未払費用の減少などにより、前連結会計年度末に比べ４９億２

百万円減少し、５３７億３千７百万円となりました。なお、流動負債に計上している一年以内償還予定社

債は２００７年９月に償還する予定であります。 

   当第１四半期末の純資産合計は、四半期純利益の計上、配当金の支払や評価・換算差額等の増加などに

より、前連結会計年度末に比べ３億５千２百万円増加し、１,１１８億４千２百万円となりました。この結

果、自己資本比率は６４.５％となり、前連結会計年度末の比率に比べ２.０％増加いたしました。 

 

 

 ３．その他 

  (1) 会計処理の方法における簡便な方法の採用 

    法人税等の計上額について法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算し、その他影響額の

僅少なものについては、一部簡便的な方法を用いて計算しております。 
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５．（要約）四半期連結財務諸表 
(1) （要約）四半期連結貸借対照表 
      (単位：百万円)

  期 別  前第１四半期末 当第１四半期末 対前連結会計年度末 前連結会計年度末

 科 目  (2006 年 6 月 30 日) (2007 年 6 月 30 日) 比 較 増 減 (2007 年 3 月 31 日)

【 資 産 の 部 】  

流  動  資  産  ７２，８０２ ８１，３００ △ ６，２４４  ８７，５４４ 

  現 金 及 び 預 金  ６５３ １，５３３ ８０  １，４５３ 

  受取手形及び売掛金  ２７，６７３ ３０，８５６ △１８，４１３  ４９，２６９ 

  有 価 証 券  ２，５０４ ８１１ △   ６０２  １，４１３ 

  た な 卸 資 産  １２，７３３ １０，２４２ ６，２９９  ３，９４２ 

  預 け 金  ２３，５３３ ３２，３１９ ５，６２３  ２６，６９６ 

  そ の 他  ５，７０３ ５，５３７ ７６８  ４，７６８ 

固  定  資  産  ８７，５４８ ８４，２７８ １，６９４  ８２，５８４ 

 有 形 固 定 資 産  ３２，１５５ ３１，８０４ △   ２２２  ３２，０２７ 

 無 形 固 定 資 産  ８，８７２ ８，６１２ ８４  ８，５２７ 

 投 資 そ の 他 の 資 産  ４６，５２０ ４３，８６２ １，８３２  ４２，０３０ 

  投 資 有 価 証 券  ３０，６３７ ２８，２２０ ６５３  ２７，５６６ 

  そ の 他  １５，８８２ １５，６４２ １，１７８  １４，４６３ 

資   産   合   計 １６０，３５０ １６５，５７９ △ ４，５５０  １７０，１２９ 

     

【 負 債 の 部 】   

流  動  負  債  ２０，０３９ ３９，３４２ △ ５，１０３  ４４，４４６ 

  支払手形及び買掛金  ８，５３５ ９，１９８ △ ３，１３９  １２，３３７ 

  一年以内償還予定社債  ─ １５，０００ ─  １５，０００ 

  そ の 他  １１，５０４ １５，１４４ △ １，９６３  １７，１０８ 

固  定  負  債  ２８，３１９ １４，３９４ ２０１  １４，１９３ 

  社 債  １５，０００ ─ ─  ─ 

  退 職 給 付 引 当 金  １２，３３７ １３，２４６ ３０３  １２，９４２ 

  そ の 他  ９８１ １，１４７ △   １０２  １，２５０ 

負   債   合   計 ４８，３５８ ５３，７３７ △ ４，９０２  ５８，６３９ 

     

【純 資 産 の 部】  

 株 主 資 本  １０６，４２８ １０６，０９０ ４３  １０６，０４７ 

  資 本 金  ３４，１８２ ３４，１８２ ─  ３４，１８２ 

  資 本 剰 余 金  ３５，２３５ ３５，２３５ ─  ３５，２３５ 

  利 益 剰 余 金  ３８，５６４ ４１，１９８ １８  ４１，１７９ 

  自 己 株 式  △ １，５５３ △  ４，５２６ ２４  △ ４，５５０ 

 評 価 ・ 換 算 差 額 等  ５０５ ６５４ ３３７  ３１６ 

 少 数 株 主 持 分  ５，０５８ ５，０９６ △    ２８  ５，１２５ 

純  資  産  合  計 １１１，９９１ １１１，８４２ ３５２  １１１，４８９ 

負 債、純 資 産 合 計 １６０，３５０ １６５，５７９ △ ４，５５０  １７０，１２９ 
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(2) （要約）四半期損益計算書 

      (単位：百万円)

 期 別  前第１四半期 当第１四半期 対 前 年 同 期 前連結会計年度 

   自 2006年4月 1日 自 2007年4月 1日 自 2006年4月 1日

 科 目  ( 至 2006年6月30日 ) ( 至 2007年6月30日 ) 比 較 増 減 ( 至 2007年3月31日 )

 売 上 高  ２６，９７７ ３２，５０１ ５，５２４  １５６，４０９ 

 売 上 原 価  ２１，６３２ ２６，００５ ４，３７２  １２７，２７８ 

  売 上 総 利 益  ５，３４５ ６，４９６ １，１５１  ２９，１３１ 

 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  ４，８３２ ５，４６９ ６３６  ２０，１０６ 

  営 業 利 益  ５１２ １，０２７ ５１４  ９，０２４ 

 営 業 外 収 益  １１９ ２２６ １０６  ４７０ 

 営 業 外 費 用  ３５１ １７２ △   １７８  １，３８６ 

  経 常 利 益  ２８１ １，０８１ ７９９  ８，１０８ 

 特 別 利 益  ─ ６７８ ６７８  ─ 

 特 別 損 失  ─ ─ ─  １，１２２ 

 税 金 等 調 整 前 
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 

 ２８１ １，７６０ １，４７８  ６，９８６ 

 法 人 税 等  １９８ ７８９ ５９０  ３，５９３ 

 少 数 株 主 利 益  ２１ １０ △    １１  △    ５３ 

 四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益  ６０ ９６０ ８９９  ３，４４６ 

 
 
 

６．部門別受注高及び販売実績の状況  
当連結会計年度から、当社グループの事業内容をより明確に表示するため、従来の「システム開発」及び「情報処理機

器」の夫々に含まれていた「サービス」、「プロダクト＆パッケージ」を区分表示することに変更いたしました。 
なお、変更後の事業部門の内容については以下のとおりであります。 
  

事 業 部 門 事   業   内   容 

システム開発 
基本ソフトウェア、業務ソフトウェアの受託開発及び情報システムを構築・

運用するために必要なシステムエンジニアリングの提供 

サービス 
コンサルティング、情報処理サービス（BPO、ASP、コンテンツの提供等）及

び保守サービス 

ソフトウェア・ 

サービス 

プロダクト＆ 

パッケージ 
各種ソフトウェアプロダクト及びパッケージの販売 

情 報 処 理 機 器 情報処理機器及びソフトウェアを組み合わせた情報処理システムの販売 

※ BPO:Business Process Outsourcing 

※ ASP:Application Service Provider 
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(1) 部門別受注高(連結)                                 (単位：百万円) 

期別 前第１四半期 当第１四半期  前連結会計年度 

 自 2006 年 4 月 1 日 自 2007年 4月 1日 対前年 自 2006 年 4 月 1 日

 ( 至 2006 年 6 月 30 日 ) ( 至 2007年6月30日 ) 同期比 ( 至 2007 年 3 月 31 日 )
 区分 金 額 構成比 金 額 構成比  金 額 構成比 

 システム開発 29,664  76.4% 29,717 69.8% 100%  112,713  70.5% 

 サ ー ビ ス 3,563  9.2% 5,559 13.1% 156%  16,859  10.5% 

 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ＆ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 2,759  7.1% 3,353 7.9% 122%  11,597  7.3% 

ｿﾌﾄｳｪｱ･ｻｰﾋﾞｽ 計 35,987  92.7% 38,630 90.8% 107%  141,170  88.3% 

情報処理機器 2,848  7.3% 3,908 9.2% 137%  18,697  11.7% 

計 38,835  100.0% 42,539 100.0% 110%  159,867  100.0% 

（注）事業部門変更に伴い、前第１四半期及び前連結会計年度の部門については変更後の部門に組替えて表示して 
おります。なお、従来部門の前第１四半期は次のとおりであります。 
 

期別 前第１四半期 

 自  2 0 0 6年 4月  1日

 (至  2 0 0 6年 6月 3 0日)
 区分 金 額 構成比

システム開発 34,881  89.8% 

情報処理機器 3,954  10.2% 

計 38,835  100.0% 

 
 
(2) 部門別販売実績(連結)                                (単位：百万円) 

期別 前第１四半期 当第１四半期  前連結会計年度 

 自 2006 年 4 月 1 日 自 2007年 4月 1日 対前年 自 2006 年 4 月 1 日

 ( 至 2006 年 6 月 30 日 ) ( 至 2007年6月30日 ) 同期比 ( 至 2007 年 3 月 31 日 )
 区分 金 額 構成比 金 額 構成比  金 額 構成比 

 システム開発 17,623  65.3% 21,407 65.9% 121%  107,950  69.0% 

 サ ー ビ ス 4,252  15.8% 4,838 14.9% 114%  16,728  10.7% 

 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ＆ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 2,368  8.8% 2,993 9.2% 126%  11,458  7.3% 

ｿﾌﾄｳｪｱ･ｻｰﾋﾞｽ 計 24,244  89.9% 29,239 90.0% 121%  136,137  87.0% 

情報処理機器 2,733  10.1% 3,261 10.0% 119%  20,271  13.0% 

計 26,977  100.0% 32,501 100.0% 120%  156,409  100.0% 

（注）事業部門変更に伴い、前第１四半期及び前連結会計年度の部門については変更後の部門に組替えて表示して 
おります。なお、従来部門の前第１四半期は次のとおりであります。 

 
期別 前第１四半期 

 自  2 0 0 6年 4月  1日

 (至  2 0 0 6年 6月 3 0日)
 区分 金 額 構成比

システム開発 22,161  82.1% 

情報処理機器 4,816  17.9% 

計 26,977  100.0%  


